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2. 関係地域の範囲 

2.1. 計画地周辺地域の仙台市の中での位置付け 

仙台市の上位計画である①「仙台市総合計画」，②「仙台市環境基本計画」，③「仙台市みどりの基

本計画」における計画地周辺地域における位置づけを以下に示す。 
 

① 「仙台市総合計画」 

（基本構想・基本計画：平成 23 年 3 月，実施計画：平成 28年 3月 仙台市） 

“基本構想”においては，21 世紀半ばに向けて仙台がめざす都市の姿を示している。 
“基本計画”では，仙台が培ってきた都市の個性を，市民と行政の協働によって発展させた姿とし

て，「自然と調和し持続可能な潤いの都」などの 4 つの都市像が掲げられている。その中で，「潤い

の都・活力の都の実現をめざす分野」での「自然と共生する都市づくり」のための基本的施策とし

て，「豊かな自然環境の保全」，「緑と水のネットワークの形成」，「身近で魅力的な公園の整備」，「風

格ある景観の形成」が示されている。 
“実施計画”の分野別計画では，「潤いの都・活力の都の実現をめざす分野」での「自然と共生する

都市づくり」のための具体的事業として，「市街地みどりの回廊づくり事業」が挙げられており，「仙

台駅を中心に半径 2km 程度の圏内を，重点的に緑化を推進する地区と位置づけ，拠点となる公園

の整備や道路，公共施設，民有地の緑化の推進，緑のネットワークの形成を図る」が事業目標とし

て示されている。計画地は，ＪＲ仙台駅から東に約 2km の地点に位置する。 
 

② 「仙台市環境基本計画(杜の都環境プラン)」(平成 28 年 3 月改訂 仙台市) 

「杜の都環境プラン」では，都市構造や都市空間，経済・産業，社会のあり方の視点から持続可

能な環境都市の将来イメージが描かれ，地形や自然特性，土地利用の状況等を踏まえ，5 つの地域

ごとの基本的な土地利用の方向性や環境に配慮すべき事項など基本的な指針が示されている。 
計画地は，「市街地地域」に該当する。市街地地域での環境配慮の基本方針は，「都市機能の集積

や土地利用の高度化など市街地の計画的な形成に努め，資源・エネルギーの効率的な利用と郊外

部の自然環境の保全を図る」とされている。 
 

③「仙台市みどりの基本計画」(平成 24年 7月 仙台市) 

「仙台市みどりの基本計画」において，特に重点的に緑化を進めるべき地区については，「重点的

に緑化の推進に配慮を加えるべき地区(緑化重点地区)」に指定される。 
計画地は，評価書時は『「百年の杜」将来像』において，都市公園に指定されていたが，防災拠点

整備事業の開始とともに都市公園の指定から除外された。 
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2.2. 関係地域の範囲 

関係地域の範囲は，表 2.2-1 に示す調査・予測範囲等の考え方を踏まえ，本事業の実施により受け

る可能性のある影響の程度を勘案し，関係地域を対象事業計画地から 1.5km と設定した。 
関係地域の範囲及び該当する町丁名は表 2.2-2 及び図 2.2-1 に示すとおりである。 
 

表 2.2-1 調査・予測範囲等の考え方 

項目 調査・予測範囲等の考え方 
敷地境界
からの距離

大 気 質 

本事業により大気質の変化が想定される地域とし，工事による建設機械，

供用後の施設の稼働及び自動車交通による排出ガスの影響が考えられるた

め，建設機械や施設及び自動車交通による排出ガスの最大着地濃度等を踏ま

えた範囲とする。 

500m 程度

騒音･振動 
本事業により騒音・振動レベルの変化が想定される地域とし，工事中の建

設機械，供用後の施設の稼働及び工事中や供用後の運搬・利用等の自動車経

路で騒音・振動の影響が考えられる範囲とする。 
200m 程度

低周波音 
本事業により低周波音の音圧レベルの変化が想定される地域とし，事業の

実施に伴い発生する低周波音の大きさやその距離減衰を勘案して設定するも

のとし，騒音や振動と同様の範囲とする。 
200m 程度

水  質 本事業により有害物質及び感染性物質の発生が考えられる地域とする。 
対象事業

計画地 
水  象 
(地下水) 

本事業による掘削工事及び供用後に井水を利用する可能性があることか

ら，地下水への影響が想定される範囲とする。 
400m 程度

水 循 環 
本事業による工作物等の出現により，水循環に影響を及ぼすと想定される

範囲を設定する。 
対象事業

計画地 
地形･地質 本事業により地形･地質に影響を及ぼすと想定される範囲とする。 200m 程度

地盤沈下 
本事業における地下掘削等により，地盤沈下の影響が想定される範囲とす

る。 
400m 程度

電波障害 本事業による建築物の出現により電波障害が想定される範囲とする。 100m 程度

日照阻害 本事業による建築物の出現により日照の変化が想定される範囲とする。 400m 程度

風  害 
本事業による建築物の出現により局所的な強風の発生が想定される建築物

高さの 1～2 倍程度を含む範囲とする。 
150m 程度

植物･動物 
本事業により樹木・樹林地等（緑の量）や動物（鳥類）の生息環境の変化

等の影響が想定される範囲とする。 
200m 程度

景  観 
本事業による建築物の出現により不特定多数の人が利用する眺望地点から

の眺望の変化が想定される範囲(中景域)とする。 
1.5km 程度

自然との触

れ合いの場 
本事業により自然とのふれあいの場に対する影響が想定される範囲とす

る。 
500m 程度

廃棄物等 
本事業により工事中及び施設供用に伴う廃棄物等の発生が考えられる地域

とする。 
対象事業

計画地 
温室効果 
ガス 

本事業により工事中及び施設供用に伴う温室効果ガスの発生が考えられる

地域とする。 
対象事業

計画地 
その他温室

効果ガス 
本事業により工事中及び施設供用に伴うその他温室効果ガスの発生が考え

られる地域とする。 
対象事業

計画地 



 2-3 

表 2.2-2 関係地域 

区名 町丁目名 区名 町丁目名 区名 町丁目名

青
葉
区 

小田原 4 丁目 
小田原 8 丁目 
中江 2 丁目 
 
 

宮
城
野
区 

榴岡 3 丁目 
榴岡 4 丁目 
榴岡 5 丁目 
東八番丁 
東九番丁 
東十番丁 
二十人町 
鉄砲町 
小田原 1 丁目 
小田原 2 丁目 
小田原 3 丁目 
小田原山本丁 
小田原広丁 
小田原大行院丁 
小田原弓ノ町 
小田原清水沼通 
小田原牛小屋丁 
小田原金剛院丁 
榴ヶ岡 
五輪 1 丁目 
五輪 2 丁目 
宮城野 1 丁目 
宮城野 2 丁目 
宮城野 3 丁目 
清水沼 1 丁目 
清水沼 2 丁目 
清水沼 3 丁目 
原町 1 丁目 
原町 2 丁目 
原町 3 丁目 
原町 4 丁目 
原町 5 丁目 
原町 6 丁目 
西宮城野 
二十人町通 
原町南目 
幸町 2 丁目 
幸町 5 丁目 
東仙台 3 丁目 
東仙台 4 丁目 
大梶 
平成 1 丁目 
平成 2 丁目 
苦竹 1 丁目 
苦竹 2 丁目 
苦竹 4 丁目 
南目館 
銀杏町 
東宮城野 
萩野町 1 丁目 
萩野町 2 丁目 
萩野町 3 丁目 
萩野町 4 丁目 
宮千代 1 丁目 
宮千代 2 丁目 
宮千代 3 丁目 

若
林
区 

新寺 2 丁目
新寺 3 丁目 
新寺 4 丁目 
新寺 5 丁目 
連坊 1 丁目 
連坊 2 丁目 
連坊小路 
元茶畑 
木ノ下 1 丁目 
木ノ下 2 丁目 
木ノ下 3 丁目 
木ノ下 4 丁目 
木ノ下 5 丁目 
裏柴田町 
表柴田町 
成田町 
二軒茶屋 
卸町 1 丁目 
卸町 2 丁目 
卸町 3 丁目 
椌木通 
西新丁 
東新丁 
保春院前丁 
白萩町 
志波町 
一本杉町 
大和町 1 丁目 
大和町 2 丁目 
大和町 3 丁目 
大和町 4 丁目 
大和町 5 丁目 
中倉 1 丁目 
中倉 2 丁目 
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 図 2.2-1 関係地域の範囲 
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3. 対象事業の実施状況 

整備工事はドクターヘリ格納庫の工事が平成 28 年 1 月に先行して開始し，病院本棟の工事は平成

28 年 4 月より進められた（工事の進捗状況を表 3-1，写真撮影位置を図 3-1 参照）。 
重機の稼働台数及び工事用車両台数は表 3-2 に，評価書作成時及び実績に基づく重機の稼働台数及

び工事用車両台数の変化は図 3-2～図 3-5 に示すとおりである。 
工事工程は評価書時の 20 ヶ月から 39 ヶ月へ計画変更となったが，工事は予定どおり 39 ヶ月で完

了した。 
 



 3-2

 
 

表 3-1(1) 工事の進捗状況(1/8) 

 
  

撮影時期 平成 28 年 8 月 平成 28 年 9 月 平成 28 年 10 月 平成 28 年 11 月 

工事工程 仮設工事・樹木伐採移植・土工事 仮設工事・樹木伐採移植・土工事 仮設工事・掘削・土工事 仮設工事・土工事・基礎躯体工事 

事後調査 水象，地盤沈下 水象 水象 水象 

①
現
医
療
セ
ン
タ
ー
屋
上
か
ら
の
眺
望     

②
対
象
事
業
計
画
地
東
側
か
ら
の
眺
望     

③
対
象
事
業
計
画
地
西
側
か
ら
の
眺
望     
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表 3-1(2) 工事の進捗状況(2/8) 

 
  

撮影時期 平成 28 年 12 月 平成 29 年 1 月 平成 29 年 2 月 平成 29 年 3 月 

工事工程 仮設工事・土工事・基礎躯体工事 仮設工事・土工事・基礎躯体工事 
仮設工事・土工事・ 

免震装置据付工事・免震階躯体工事 

仮設工事・土工事・ 
免震装置据付工事・免震階躯体工事・ 

地上鉄骨工事・地上躯体工事 

事後調査 水象 重機の稼働に伴う大気質，騒音・振動，水象，動物 水象 水象，地盤沈下 

①
現
医
療
セ
ン
タ
ー
屋
上
か
ら
の
眺
望     

②
対
象
事
業
計
画
地
東
側
か
ら
の
眺
望     

③
対
象
事
業
計
画
地
西
側
か
ら
の
眺
望     



 3-4

 
 

表 3-1(3) 工事の進捗状況(3/8) 

 
  

撮影時期 平成 29 年 4 月 平成 29 年 5 月 平成 29 年 6 月 平成 29 年 7 月 

工事工程 
仮設工事・土工事・ 

免震階躯体工事・地上躯体工事 

仮設工事・土工事・ 
免震階躯体工事・地上鉄骨工事・ 

地上躯体工事 
仮設工事・地上鉄骨工事・地上躯体工事 

仮設工事・地上鉄骨工事・ 
地上躯体工事 

事後調査 水象 水象，動物 水象 水象 

①
現
医
療
セ
ン
タ
ー
屋
上
か
ら
の
眺
望     

②
対
象
事
業
計
画
地
東
側
か
ら
の
眺
望     

③
対
象
事
業
計
画
地
西
側
か
ら
の
眺
望     
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表 3-1(4) 工事の進捗状況(4/8) 

 
  

撮影時期 平成 29 年 8 月 平成 29 年 9 月 平成 29 年 10 月 平成 29 年 11 月 

工事工程 仮設工事・地上鉄骨工事・地上躯体工事 
仮設工事・地上鉄骨工事・ 
地上躯体工事・仕上工事 

仮設工事・地上鉄骨工事・ 
地上躯体工事・仕上工事 

仮設工事・地上躯体工事・ 
外装工事・仕上工事 

事後調査 水象，動物 水象 水象，動物 水象 

①
現
医
療
セ
ン
タ
ー
屋
上
か
ら
の
眺
望     

②
対
象
事
業
計
画
地
東
側
か
ら
の
眺
望     

③
対
象
事
業
計
画
地
西
側
か
ら
の
眺
望     
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表 3-1(5) 工事の進捗状況(5/8) 

 
  

撮影時期 平成 29 年 12 月 平成 30 年 1 月 平成 30 年 2 月 平成 30 年 3 月 

工事工程 仮設工事・地上躯体工事・仕上工事 
仮設工事・地上鉄骨工事・ 

地上躯体工事・外装工事・仕上工事 
仮設工事・地上鉄骨工事・ 

外装工事・仕上工事 
仮設工事・土工事・地上鉄骨工事・ 
地上躯体工事・外装工事・仕上工事 

事後調査 水象 水象 水象 水象 

①
現
医
療
セ
ン
タ
ー
屋
上
か
ら
の
眺
望     

②
対
象
事
業
計
画
地
東
側
か
ら
の
眺
望     

③
対
象
事
業
計
画
地
西
側
か
ら
の
眺
望     
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表 3-1(6) 工事の進捗状況(6/8) 

 
  

撮影時期 平成 30 年 4 月 平成 30 年 5 月 平成 30 年 6 月 平成 30 年 7 月 

工事工程 
仮設工事・土工事・地上鉄骨工事・ 
地上躯体工事・外装工事・仕上工事 

仮設工事・土工事・ 
地上躯体工事・外装工事・仕上工事 

仮設工事・土工事・地上鉄骨工事・ 
地上躯体工事・外装工事・仕上工事 

仮設工事・土工事・ 
地上躯体工事・外装工事・仕上工事 

事後調査 水象 水象 水象 水象 

①
現
医
療
セ
ン
タ
ー
屋
上
か
ら
の
眺
望     

②
対
象
事
業
計
画
地
東
側
か
ら
の
眺
望     

③
対
象
事
業
計
画
地
西
側
か
ら
の
眺
望     
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表 3-1(7) 工事の進捗状況(7/8) 

 
  

撮影時期 平成 30 年 8 月 平成 30 年 9 月 平成 30 年 10 月 平成 30 年 11 月 

工事工程 
仮設工事・土工事・地上鉄骨工事・ 
地上躯体工事・外装工事・仕上工事 

仮設工事・土工事・地上躯体工事・ 
外装工事・仕上工事・外構工事 

仮設工事・土工事・地上鉄骨工事・ 
地上躯体工事・外装工事・仕上工事・ 

外構工事 

仮設工事・樹木伐採移植工事・地上鉄骨工事・ 
地上躯体工事・外装工事・仕上工事・ 

外構工事 

事後調査 水象 水象 資材の運搬に係る大気質，騒音・振動，水象 水象，自然との触れ合いの場 

①
現
医
療
セ
ン
タ
ー
屋
上
か
ら
の
眺
望     

②
対
象
事
業
計
画
地
東
側
か
ら
の
眺
望     

③
対
象
事
業
計
画
地
西
側
か
ら
の
眺
望     



 3-9

 
表 3-1(8) 工事の進捗状況(8/8) 

 

撮影時期 平成 30 年 12 月 平成 31 年 1 月 平成 31 年 2 月 平成 31 年 3 月 

工事工程 仮設工事・樹木伐採移植工事・外構工事 外構工事 竣工検査 － 

事後調査 水象 水象 水象 水象，地盤沈下 

①
現
医
療
セ
ン
タ
ー
屋
上
か
ら
の
眺
望 

  

②
対
象
事
業
計
各
地
東
側
か
ら
の
眺
望 

  

③
対
象
事
業
計
各
地
西
側
か
ら
の
眺
望 
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図 3-1 工事の進捗状況写真の撮影位置・方向 

● ：定点写真撮影地点（①～③） 

 ：撮影方向 

● 11 

● 31 

● 21 
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

準備工事

ドクターヘリ整備工事

仮設工事

土工事

基礎躯体工事

鉄骨工事

地上躯体工事

外装工事

仕上工事

外構工事

検査

病院建築工事

仮設工事

樹木伐採移植工事

土工事

基礎躯体工事

免震装置据付工事

免震階躯体工事

地上鉄骨工事

地上躯体工事

外装工事

仕上工事

外構工事

検査

ブルドーザー（6ｔ） 7 4

06ﾊﾞｯｸﾎｰ 12 12 40 84 94 56 34

01ミニﾊﾞｯｸﾎｰ 1

ﾎﾟﾝﾌﾟ車（30 /ｈ） 2 4

ﾎﾟﾝﾌﾟ車（65 /ｈ） 1 3 4 2

50tﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ 5 8 6 9 3

25tﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ（35ｔ） 1

7tﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ 3

ローラー 11 24 17

ブルドーザー（18ｔ） 1

06ﾊﾞｯｸﾎｰ 10 45 48 137 145 65 72 11 25 21 15 8 8 37 32

025ﾊﾞｯｸﾎｰ 2 16 19 34 49 22 55 52 42 10 8 40 44 76 56 82 172 270 240 198 64

ﾎﾟﾝﾌﾟ車（30 /ｈ） 3 6 32 31 24 8 24 7 12 24 6 14 7 9 9 6 8 9 5 9 12 17 14 19 11 18 12 1

350tｸﾛｰﾗｰｸﾚｰﾝ 10 22 25 25 25 24 22 23 26 24 22 25 25 21 14

200tｸﾛｰﾗｰｸﾚｰﾝ 13 26 24 22 24 27 25 23 26 25 22 25 25 25 23 22 22 26 24 22 25 25 21 24 26 14

120tｸﾛｰﾗｰｸﾚｰﾝ 16 58 72 66 72 81 75 69 78 67 44 50 50 42 23 22 23 26 24 22 25 25 22 25 26 25

50tﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ 11 2 3 51 18 12 22 1 22 12 8 1 1 15 3 21 25 8 26 30 38 53 46 46 24 1

25tﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ（35ｔ） 3 2 4 2 4 9 11 4 4 11 7 3 2 3 2 5 5 11 12 9 17 25 18 14 17 11 19 6 3

7tﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝ 1 1 2 1 1 7 19 3 1

フォークリフト（2ｔ未満） 21 21 6 23 22 22 25 23 22 23 26 1 44 46 50 42 49 52 54 35 17

ローラー 12 10 26 26 24 23 14 23 21 4 20 22 24 17 24 26 54 54 63 20

12 13 46 113 124 177 135 199 267 213 234 139 217 155 155 145 167 165 119 128 118 198 183 178 127 169 139 244 282 290 245 307 370 500 371 284 84 0

トラック　　4ｔ 5

トラック　　2ｔ 5

ダンプトラック　10ｔ 2 6 1 7 5

ダンプトラック　4ｔ 1 3 30 60 72 68

廃棄物車両10ｔ 2

廃棄物車両4ｔ 1 6 7 9 3

トラック　　10ｔ 10 34 16 17 55 65 44 16 99 59 59 175 198 162 10 111 158 82 158 113 71 298 135 56 117 64 90 121 147 133 72 61

トラック　　4ｔ 7 23 31 26 15 48 40 11 50 124 142 173 152 114 138 66 63 157 211 187 247 368 356 366 451 513 415 459 425 458 419 326 49

生コン車 0 5 5 5 173 274 1,693 1,516 685 261 1,157 278 380 790 65 542 303 314 299 55 207 204 116 334 384 516 224 411 195 248 61 3

ダンプトラック　10ｔ 8 34 381 3,436 703 45 48 11 8 0 24 0 1 549 0 0 0 58 181 21 12 15 4 155 215 65 5 30 211 1,343 9 194

ダンプトラック　4ｔ 0 11 10 0 30 27 25 3 22 0 4 3 0 0 0 0 0 15 0 0 0 0 0 0 0 12 28 23 33 24 8

大型トレーラー 8 15 12 43 42 28 6 2 63 19 0 47 54 63 0 4 8 2 1 1 3 18 2 5 0 5 9 21 4 28 32 4

廃棄物車両10ｔ 0 0 3 0 0 0 2 1 14 1 0 4 0 0 0 4 5 3 19 0 4 0 7 4 1 2 0 0 4 0

廃棄物車両4ｔ 0 2 17 2 5 6 2 16 9 7 10 6 8 12 8 0 1 1 0 3 7 2 14 9 4 1 0 0 0 0 13

自家用車 139 260 207 390 564 645 715 705 825 945 930 845 845 1,580 1,800 2,280 2,400 3,130 3,470 3,300 4,140 5,750 7,200 6,600 7,500 7,500 6,920 7,880 8,580 7,850 7,150 4,800 1,560 260

0 3 9 13 38 238 468 759 3,922 1,587 1,138 2,575 2,281 1,775 1,416 2,326 1,531 1,638 3,270 2,021 3,007 2,938 3,762 4,339 3,680 4,691 6,655 7,834 7,529 8,672 8,678 7,691 8,945 9,599 10,084 7,751 5,388 1,622 260

工
事
工
程

平成28年（2016年） 平成29年（2017年） 平成30年（2018年） 平成31年（2019年）

　　　　　　　　　　　　　　                     経過月

工　種
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 2312 13 14 15 16 17 26 27 28 2918 19 20 21 22 38 39

主
要
建
設
機
械
稼
働
台
数
（

台
／
月

)

ド

ク

タ
ー

ヘ

リ

整

備

病

院

建

築

合　　計

30 31 3225

工
事
用
車
両
台
数
（

台
／
月

)

ド

ク
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ー

ヘ

リ

整

備

病

院

建

築

合　　計

36 3733 34 3524
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39

（台）

（経過月）

主要建設機械稼働台数（台／月)

主要建設機械稼働台数（台／月)

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39

（台）

（経過月）

工事用車両走行台数

トラック 10ｔ トラック 4ｔ トラック 2ｔ 生コン車 ダンプトラック 10ｔ ダンプトラック 4ｔ 大型トレーラー 廃棄物車両 10ｔ 廃棄物車両 4ｔ 自家用車

表 3-2 全体工事工程表（実績）（表 1.6-2 を拡大した） 
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延べ月数(月) 

図 3-2 主要重機の稼働台数(評価書作成時) 

 

 

図 3-3 主要重機の稼働台数(実績) 
 
 
 

 
延べ月数(月) 

 
図 3-4 工事用車両運行計画(評価書作成時) 

 

 

 
図 3-5 工事用車両運行計画(実績) 

 

H27．1 

平成 30 年 10 月 10,084 台

平成 30 年 11 月 500 台 

平成 28 年 5 月 4,393 台 

平成 27 年 2 月 636 台 

H27．1 

H28．1 延べ月数(月) 

H28．1 
延べ月数(月) 
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4． 環境の保全・創造等に係る方針の実施状況 

評価書「1.5. 環境の保全創造等に係る方針」に示した本事業に係る環境の保全・創造等に係る方針

のうち，工事計画に係る項目を表 4-1 の中欄に抜粋し，これらの実施状況を右欄に整理した。 
なお，各事後調査項目の環境保全措置の実施状況は，「6. 事後調査の結果」に示すとおりである。 

表 4-1(1) 本事業に係る環境の保全・創造等に係る方針及び実施状況(1/2)  

事業の内容 環境の保全・創造等に係る方針 環境保全措置の実施状況 

工事計画 

【工事管理計画】 

・工事実施に先立ち，安全対策を目

的として設置した工事区域外周の

仮囲い（高さ 3.0m）は，粉じんの

飛散防止及び騒音の低減の効果も

期待される。 

粉じんの飛散防止及び騒音の低減のため，高

さ 3.0m の仮囲いを設置した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮囲いの設置状況(平成 28年 8月 10日撮影) 

・掘削工事における発生土の搬出，

基礎・躯体工事におけるコンクリ

ートの打設，仕上工事における資

材の搬入等，工事用車両が輻輳す

る時期は，重機等及び工事用車両

が集中しないように計画した。 

掘削工事における発生土の搬出，基礎・躯体工

事におけるコンクリートの打設，仕上工事にお

ける資材の搬入等，工事用車両が輻輳する時期

は，可能な限り重機の稼働や工事用車両の走行

のピーク時期に重ならないように計画した。 

・粉じんの飛散等が発生しないよう

に計画地内や周辺道路への散水・

清掃等を十分に行う。 

工事車両出入口では周辺道路への散水・清掃等

を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

散水の状況(平成 30年 12 月 21 日撮影) 

・周辺環境に配慮し，排出ガス対策

型・低騒音・低振動型の重機の使

用に努める。 

周辺環境に配慮し，排出ガス対策型・低騒音型

の重機を使用した。低振動型重機は，指定され

ている重機が少なく採用できなかったが，適切

な規格の重機を選定することにより，振動の抑

制に努めた。 

・工事工程の平準化により，工事用

車両及び重機等の一時的な集中を

抑制する。 

工事工程を可能な限り平準化するよう努め，工

事用車両及び重機等の一時的な集中を抑制し

た。 
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表 4-1(2) 本事業に係る環境の保全・創造等に係る方針及び実施状況(2/2) 

事業の内容 環境の保全・創造等に係る方針 環境保全措置の実施状況 

工事計画 
【工事管理計画】 

・工事用車両及び重機等の運転者

へは，アイドリングストップや

無用な空ふかし，過積載や急加

速等の高負荷運転をしないよ

う指導・教育を徹底する等，大

気汚染物質及び温室効果ガス

の排出量抑制と騒音及び振動

の低減のための措置を講ずる。 

工事関係者に対して，入場前教育及び朝礼に

おいて，工事用車両及び重機等のアイドリン

グや無用な空ふかし，過積載や急加速等の高

負荷運転をしないよう指導・教育を行った。

 

工事計画 

【発生する廃棄物

について】 

・建設副産物（建設発生土等及び

建設産業廃棄物）の処理にあた

っては，「資源の有効な利用促

進に関する法律（リサイクル

法）」，「建設工事に係る資材の

再資源化に関する法律（通称

「建設リサイクル法」）に従い

処理する。 

建設副産物（建設発生土等及び建設産業廃

棄物）の処理にあたっては，「資源の有効な

利用促進に関する法律（リサイクル法）」，

「建設工事に係る資材の再資源化に関する

法律（通称「建設リサイクル法」）に従い処

理した。 

産業廃棄物の分別状況(平成 30年 11 月 27 日撮影)

・工事現場で発生した一般廃棄物

についても分別収集を行い，リ

サイクル等再資源化に努める。 

工事現場で発生した一般廃棄物についても

分別収集を行った。 

 

・廃棄物の回収及び処理を委託す

る場合は，「廃棄物の処理及び

清掃に関する法律」等の関係法

令に基づき，仙台市の許可業者

に委託するものとし，産業廃棄

物管理表（マニュフェスト）を

交付し，適切に処理されること

を監視する。 

廃棄物の回収及び処理は，「廃棄物の処理及

び清掃に関する法律」等の関係法令に基づ

き，仙台市の許可業者に委託し，産業廃棄物

管理表（電子マニュフェスト）を交付し，適

切に処理されることを監視している。 

 

 

 

 

 

 

 

電子マニュフェスト(抜粋) 

・コンクリート型枠はできるだけ

非木質のものを採用し，基礎工

事や地下躯体工事においては，

計画的に型枠を転用することに

努める。 

コンクリート型枠はスラブ打設の際に鋼製

型枠を使用した。また，木製のコンクリート

型枠を用いる際は，可能な限り型枠を転用す

ることに努めた。 
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 事後調査の項目，手法，対象とする地域及び期間 

事業計画の変更に伴い，以下の点について変更を行った。 
 
 事業計画等の変更に伴う事後調査計画の見直し 

評価書時の事後調査スケジュールは表 5-1 に，計画変更後の変更内容及び事後調査スケジュールは

表 5-2 に示すとおりである。 
 
 事後調査時期の変更 

全体工事工程は，前出の表 3-2 に示すとおりである。 
工事工程の変更に伴い，重機の稼動及び工事用車両台数が最大となる時期について変更があった

ことから，当該時期を対象とする大気質，騒音，振動の調査時期を変更した。具体的には，重機の

稼働に係る調査は，重機の稼働による環境負荷が大きい平成 29 年 1 月～2 月に設定し，工事用車両

の走行に係る調査は，工事用車両台数が最大となる時期である平成 30 年 10 月に設定した。 
重機の稼働に係る調査を実施した平成 29 年 1 月～2 月の重機稼働台数は，重機台数ピーク月の平

成 30 年 11 月よりも少なかったものの，重機の稼働による環境負荷が大きい土工事や基礎躯体工事

が主であり，作業時間中は重機が常時稼働していた。一方，平成 30 年 11 月の工事は内装工事が主

であり，重機の稼働状況はそれほど高いものではなかった。よって，工種や稼働状況を勘案すると，

重機の稼働に係る調査時期としては適切であったと考えられる。 
なお，水象(地下水)，地盤沈下，動物(鳥類)，自然との触れ合いの場，廃棄物等，温室効果ガス等

及び環境保全措置の実施状況の調査時期についても工事工程の変更に合わせ，調査時期をそれぞれ

変更した。 
 
 今回実施した事後調査の項目，手法，対象とする地域及び期間 

本報告書では，平成 28 年 1 月から平成 30 年 11 月までの工事による影響を対象として実施した事

後調査結果を報告する。 
今回実施した事後調査の項目，手法，対象とする地域及び期間は表 5-2 に示すとおりである。 

 
  



 5-2 

 

 

■
事
業

工
程

■
事
後

調
査

(
工
事

中
)

■
事
後

調
査

(
存
在

・
供

用
後
)

※
地

形
・

地
質

：
工

作
物

の
出

現
は

、
水

象
(
地

下
水

)
の

デ
ー

タ
を

用
い

て
整

理
す

る
。

動
物
：

建
築

物
等
の

建
築

外
装

工
事

振
動
：

資
材

等
の

運
搬

表
 
11
.
2
-1
　

環
境
影

響
評

価
事

後
調

査
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル

外
構

工
事

仕
上

工
事

平
成

2
6
年

平
成
2
7
年

平
成

2
8
年

振
動
：

重
機

の
稼

動

整
地

工
事

土
工

事
基
礎

・
躯

体
工

事

大
気
質

：
重

機
の

稼
動

開
院免

震
装
置

据
付

工
事

地
上

鉄
骨

工
事

地
上

躯
体

工
事

大
気
質

：
資

材
等

の
運
搬

検
査

開
院
準

備

事
後
調

査
報

告
書

の
作
成

(
工
事

中
)

水
質
：

有
害

物
質
の

使
用

地
盤
沈

下
：

切
土

・
盛
土

・
発

破
・
掘

削
等

自
然
と

の
触

れ
合

い
の
場

：
資

材
等

の
運
搬

、
重

機
の
稼

動
、

掘
削

等
廃

棄
物

等
：

切
土

・
盛
土

・
発

破
・
掘

削
等

、
建

築
物
等

の
建

築
温

室
効

果
ガ

ス
等

：
建
築

物
等

の
建
築

、
資

材
等

の
運
搬

、
重

機
の

稼
動

振
動
：

資
材

・
製

品
・
人

等
の

運
搬
・

搬
出

低
周
波

音
：

施
設

の
稼
動

(
ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

)

大
気
質

：
そ

の
他

(
感
染

性
)

騒
音
：

施
設

の
稼

動
(ヘ

リ
コ
プ

タ
ー

)
騒

音
：

施
設

の
稼

動
(病

院
・
駐

車
場

)
騒

音
：

資
材

・
製

品
・
人

等
の

運
搬
・

搬
出

大
気
質

：
施

設
の

稼
動
(
病

院
・

駐
車

場
)

大
気
質

：
資

材
・

製
品
・

人
等

の
運
搬

・
搬

出
大

気
質

：
有

害
物

質
の
使

用

地
形
・

地
質

：
工

作
物
の

出
現

地
盤
沈

下
：

工
作

物
の
出

現
、

施
設
の

稼
動

(
病
院

)
電

波
障

害
：

工
作

物
の
出

現
日

照
障

害
：

工
作

物
の
出

現

水
質
：

そ
の

他
(
感

染
性

)
水

象
(
地

下
水

)：
工

作
物

の
出

現
、
施

設
の

稼
動

(
病
院

)
水

循
環

自
然
と

の
触

れ
合

い
の
場

：
資

材
・
製

品
・

人
等

の
運
搬

・
搬

出
廃

棄
物

等
：

施
設

の
稼
動

(
病
院

、
宿

舎
等

)

事
後
調

査
報

告
書

の
作
成

(
存
在

・
供

用
後

)

風
害
：

工
作

物
の

出
現

植
物
：

そ
の

他
(
緑

の
量

)
動

物
：

工
作

物
等
の

出
現

景
観
：

工
作

物
の

出
現

温
室
効

果
ガ

ス
等

：
施
設

の
稼

動
、
資

材
・

製
品

・
人
等

の
運

搬
・

搬
出

平
成
3
0
年

平
成

31
年

平
成

2
6
年

平
成
2
7
年

平
成

2
8
年

平
成

29
年

平
成
3
0
年

平
成

31
年

平
成

29
年

平
成
3
0
年

平
成

31
年

工
事
期

間

平
成

2
6
年

平
成
2
7
年

平
成

2
8
年

平
成

29
年

騒
音
：

資
材

等
の

運
搬

水
象
(
地

下
水

)：
切

土
・

盛
土

・
発
破

・
掘

削
等

、
建
築

物
等

の
建

築

騒
音
：

重
機

の
稼

動

表
 
5
-
1 

環
境

影
響

評
価

事
後
調

査
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（

評
価

書
時
の

計
画

）
 



 5-3

表 5-2 環境影響評価事後調査スケジュール（変更後・工事中のみ） 

 
 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 調査地域等 調査地点

・走行台数，走行経路 ・工事記録の確認，必要に応じてヒアリング調査

・走行台数，走行経路 ・工事記録の確認，必要に応じてヒアリング調査

・走行台数，走行経路 ・工事記録の確認，必要に応じてヒアリング調査

－ －

事後調査時期・頻度等(実績)

・重機の稼働台数が最大となる月
　　平成29年1月
・平日8時～18時

・重機の稼働台数が最大となる月
    平成29年1月
・平日8時～18時

・工事用車両の走行台数が最大となる月
　　平成30年10月
・平日24時間連続

・重機の稼働台数が最大となる月
　　平成29年1月
・1回×7日間(168時間)連続

・重機の稼働台数が最大となる月
　　平成29年1月
・1回×7日間(168時間)連続

・工事用車両の走行台数が最大となる月

　　平成30年10月
・1回×7日間(168時間)連続

・工事期間全体

・工事期間全体

・工事用車両の走行台数が最大となる月
　　平成30年11月

・工事中，工事用車両及び重機の稼働のピークを含む
　春季・夏季・秋季・冬季の4季
　（平成29年1月，4月，7月，10月）

・重機の稼働台数が最大となる月
　　平成29年1月
・平日8時～18時

・工事用車両の走行台数が最大となる月
　　平成30年10月
・平日24時間連続

・工事期間前及び工事期間全体

・重機の稼働台数が最大となる月
　　平成29年1月

・平日8時～18時

・工事期間全体

事後調査報告書の作成
(工事中)

－
・工事用車両及び建設機械のピーク時における
　大気質・騒音・振動，動物，自然とのふれあい
　の場に係る調査が終了した後

・工事用車両及び建設機械のピーク時における
　大気質・騒音・振動，動物，自然とのふれあい
　の場に係る調査が終了した後

・工事期間全体

全
項

目

工事の実施に係る

環境保全措置の実施状況
・環境保全措置の実施状況の整理

・実施状況の記録を整理

・必要に応じてヒアリング調査を実施
・計画地 ・工事期間全体

廃
棄
物
等

掘削及び建築物の建築

・切土・盛土・掘削等による廃棄物，残土の発生量
　及び削減状況
・建築物の建築による廃棄物の発生量及び
　削減状況

・工事記録の確認ならびに必要に応じてヒアリング
　調査を実施

・計画地 ・工事期間全体

温

室

効

果

ガ

ス

等

資材等の運搬，重機稼働
及び建築物の建築

・資材等の運搬，重機稼働及び建築物の建築
　における二酸化炭素及びその他の温室効果ガス
　の発生量，省エネルギー対策等による削減量

・軽油･ガソリン等の液体燃料使用量等について
　ヒアリング調査を実施し，その結果に基づき
  二酸化炭素の排出量を推定

・計画地

・計画地から
　200mの範囲

・3地点

　　①計画地内
　　②榴岡公園
　　③国分寺跡

・工事中，工事用車両及び重機の稼働のピークを含む
　春季・夏季・秋季・冬季の4季
　（平成29年1月，4月，7月，10月）

自
然
と
の
触
れ
合
い

の
場

資材等の運搬，重機の稼働
及び掘削

・資材等の運搬，重機の稼働及び掘削による
　自然との触れ合いの場の状況の変化

・現地調査により利用者の属性，利用内容，利用
　範囲又は場所，利用の多い範囲を写真撮影等
　により視覚的に把握
・2時間おきにカウント調査を実施し，利用者数を
　把握

動
物

(

鳥

類

)

建築物の建築
・建築物の建築による動物相および注目すべき種
　の変化(鳥類)

・環境影響評価書の現地調査の方法に準拠
　（春季･夏季は夜間調査も実施）

・計画地から
　500mの範囲

・7地点
　　①宮城野原公園
　　②榴岡公園
　　③五輪ちびっこ広場
　　④宮城野八幡神社
　　⑤南宮城野公園
　　⑥五輪一丁目公園
　　⑦宮城野通

・工事用車両の走行台数が最大となる月
　　平成30年10月

地
盤

沈
下

掘削 ・掘削による沈下量の変化 ・水準測量の結果及び設計図書の整理 ・計画地
・工事期間前は，平成28年8月
・工事中は，掘削工事後
　　平成29年3月

・工事期間前は，平成28年8月
・工事中は，掘削工事後
　　平成29年3月

水
象

(

地

下

水

)

掘削及び建築物の建築 ・掘削及び建築物の建築による地下水位の変化 ・地下水位観測結果及び設計図書の整理 ・計画地 ・計画地内3地点 ・工事期間前及び工事期間全体

・3地点
　　地点A：仙台育英高校
　　地点B：現病院
　　地点C：最大騒音レベル地点

・重機の稼働台数が最大となる月
　　平成29年1月
・平日8時～18時

資材等の運搬
及び重機の稼働

（重ね合わせ）

・資材等の運搬及び重機の稼働係る

　振動レベル(重ね合わせ)
・環境影響評価書の現地調査の方法に準拠

・計画地から

　200mの範囲

・2地点
　　地点A：合成予測地点

　　地点2：宮城野区宮城野2丁目地内

・重機の稼働台数が最大となる月
　　平成29年1月

・平日8時～18時

・2地点
　　地点A：合成予測地点
　　地点2：宮城野区宮城野2丁目地内

・重機の稼働台数が最大となる月
　　平成29年1月
・平日8時～18時

振
動

資材等の運搬

・資材等の運搬に係る振動レベル(L 10)

・交通量
・環境影響評価書の現地調査の方法に準拠

・計画地から
　200mの範囲

資材等の運搬
及び重機の稼働
（重ね合わせ）

・資材等の運搬及び重機の稼働係る
　騒音レベル(重ね合わせ)

・環境影響評価書の現地調査の方法に準拠
・計画地から
　200mの範囲

騒
音

・3地点

　　地点1：宮城野区宮城野2丁目地内
　　地点2：宮城野区宮城野2丁目地内
　　地点3：宮城野区萩野町4丁目地内
・走行台数，走行経路：工事用車両出入口
　　　　　　　　　　　または計画地内

・工事用車両の走行台数が最大となる月
　　平成30年10月
・平日24時間連続

重機の稼働 ・重機の稼働に係る振動レベル(L 10) ・環境影響評価書の現地調査の方法に準拠
・計画地から
　200mの範囲

・工事用車両の走行台数が最大となる月
　　平成30年10月
・平日24時間連続

重機の稼働 ・重機の稼働に係る騒音レベル(L A5) ・環境影響評価書の現地調査の方法に準拠
・計画地から
　200mの範囲

・3地点
　　地点A：仙台育英高校
　　地点B：現病院
　　地点C：最大騒音レベル地点

・重機の稼働台数が最大となる月
    平成29年1月
・平日8時～18時

・重機の稼働台数が最大となる月
　　平成29年1月
・1回×7日間(168時間)連続

資材等の運搬

・資材等の運搬に係る騒音レベル(L Aeq)

・交通量
・環境影響評価書の現地調査の方法に準拠

・計画地から
　200mの範囲

・3地点
　　地点1：宮城野区宮城野2丁目地内
　　地点2：宮城野区宮城野2丁目地内
　　地点3：宮城野区萩野町4丁目地内
・走行台数，走行経路：工事用車両出入口
　　　　　　　　　　　または計画地内

・計画地から
　500mの範囲

・公定法(NO2，SPM)：1地点

　　地点A：保全対象

・簡易法(NO2)：2地点

　　地点A：保全対象
　　地点B：最大着地濃度出現地点

・重機の稼働台数が最大となる月
　　平成29年1月
・1回×7日間(168時間)連続

資材等の運搬
及び重機の稼働
（重ね合わせ）

・資材等の運搬及び重機の稼働に係る

　二酸化窒素(NO2)

　浮遊粒子状物質(SPM)
　気象(風向・風速)

・環境影響評価書の現地調査の方法に準拠

　NO2：公定法及び簡易法

　SPM：公定法

・計画地から
　500mの範囲

・公定法(NO2，SPM)：1地点

　　地点A：保全対象

・簡易法(NO2)：2地点

　　地点A：保全対象
　　地点2：宮城野区宮城野2丁目地内

調査地域等
計画変更後の調査期間等

平成28年 平成29年 平成30年 平成31年
調査項目

大
気
質

資材等の運搬

・資材等の運搬に係る

　二酸化窒素(NO2)

　浮遊粒子状物質(SPM)
　交通量

　気象(風向・風速)

・環境影響評価書の現地調査の方法に準拠

　NO2：公定法及び簡易法

　SPM：公定法

調査方法

・計画地から
　500mの範囲

・公定法(NO2，SPM)：1地点

　　地点2：宮城野区宮城野2丁目地内

・簡易法(NO2)：3地点

　　地点1：宮城野区宮城野2丁目地内
　　地点2：宮城野区宮城野2丁目地内
　　地点3：宮城野区萩野町4丁目地内
・走行台数，走行経路：工事用車両出入口
　　　　　　　　　　　または計画地内

・工事用車両の走行台数が最大となる月

　　平成30年10月
・1回×7日間(168時間)連続

重機の稼働

・重機の稼働に係る

　二酸化窒素(NO2)

　浮遊粒子状物質(SPM)
　気象(風向・風速)

・環境影響評価書の現地調査の方法に準拠

　NO2：公定法及び簡易法

　SPM：公定法

(供用後)


